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機械䡡材料䡡海洋系学科は䠈⮬↛環境とのㄪ䛚よ䜃㈨※の有ຠ用をはかり䛴䛴䠈⏘ᴗの発ᒎと䝠䝳ー䝬ンライ䝣のྥୖをᣢ

⥆ⓗ䛻⾜䛖䛯䜑䠈ே㢮のⱥ▱と䛧䛶䛘䜙䜜䛯科学・技術を発ᒎ䛥䛫䠈基盤㡿ᇦか䜙先㐍㡿ᇦ䛻わ䛯る学術分㔝䛷䠈⊂性㇏か

䛺技術⪅䠈◊✲⪅を育成する。䛭の䛯䜑䛻䠈機械工学䠈材料工学䠈䛚よ䜃海洋空間のシステムデザイン䛻㛵する体系ⓗ教育と䠈

基礎か䜙応用䛻䜎䛯䛜るᖜᗈい◊✲を⾜䛖。 

機械䡡材料䡡海洋系学科は䠈学ኈ（工学）の学位をᤵする教育ㄢ⛬プログラムと䛧䛶䠈機械工学教育プログラム(E㼐㼡㼏㼍㼠㼕㼛㼚 

P㼞㼛㼓㼞㼍㼙㻘 EP)䠈材料工学教育プログラム(EP)䠈海洋空間のシステムデザイン教育プログラム(EP)か䜙構成䛥䜜䛶いる。 

 

�1�ᩍ⫱ࡢὶࢀ 

ᮏ学科を構成する機械工学 EP䠈材料工学 EP䠈海洋空間のシステムデザイン EP 䛷は䠈1・2 ᖺḟ䛻工学の基礎と䛺る数学と物

理を୰ᚰ䛻学習するとと䜒䛻䠈情報技術をಟ得䛧䠈こ䜜をᰂ㌾䛻応用する能力をᇵ䛖。䜎䛯䠈全学教育科目を㏻䛨䛶䠈社会䛻㈉⊩

䛷䛝るே᱁の㣴成と䠈ᅜ㝿性の素㣴を㌟䛻䛴䛡る。䜎䛯ᖜᗈい専門分㔝䛻ᑐ応䛷䛝る工学の基礎ⓗ䛺能力を㣴成するとと䜒䛻䠈

各⮬䛜ᡤ属する EP 䛻応䛨䛯基盤㡿ᇦの科目を体系ⓗ䛻ಟ得する。 

3・4 ᖺḟ䛻は䠈2 ᖺḟ䜎䛷䛻学習䛧䛯専門科目の内ᐜを῝化䛥䛫䠈䛥䜙䛻学習内ᐜをᰂ㌾䛻統合・応用・ᒎ開する能力の㣴成

を⾜䛖。䜎䛯䠈専門の分㔝䛻䛚䛡るㄢ㢟解Ỵ能力・䝁䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ン能力をᾰ㣴する。䛥䜙䛻各◊✲ᐊ䛻㓄属䛥䜜䠈༞ᴗ◊✲䛷᭱

先端の◊✲ㄢ㢟䛻取り組䜐こと䛻より䠈こ䜜䜎䛷䛻学習䛧䛯内ᐜを集成䛧䠈専門分㔝䛻䛚い䛶䠈体ⓗ䛻ά㌍䛷䛝る能力をᇵ䛖。 

���ᒚಟⓏ㘓༢ᩘୖࡢ㝈 

ᒚಟⓏ㘓䛷䛝る単位数䛻は䠈指定科目を㝖䛝ୖ㝈䛜䛒る。䛯䛰䛧ୖ㝈⦆ᥐ置㐺用⪅䛻ᑐ䛧䛶はこのไ㝈を⦆する。ヲ⣽

は䠈各 EP の䛂ᒚಟⓏ㘓単位数のୖ㝈䛃の㡯をཧ↷のこと。 

���ᡂ⦼ᢅࡢい 

ヲ⣽は䠈各 EP の䛂成⦼のᢅい䛃の㡯をཧ↷のこと。 

���学㝔ࡢ㣕ࡧධ学 

成⦼䛜ᴟ䜑䛶ඃ⚽䛺学生は䠈3 ᖺḟ䛻学㝔の入学ヨ㦂をཷ㦂䛧䠈学㝔䛻㣕䜃入学するไ度䛜䛒る。ヲ⣽は各 EP の教

ົ・ཌ生ጤဨ䛻┦ㄯすること。 

���༞ᴗせ௳ 

ヲ⣽は䠈各 EP の䛂ᒚಟ基‽䛃の㡯をཧ↷のこと。 
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機械工学教育プログラム 
機械工学は，機械ならびに機械システムを対象とする工学分野の一つである。機械工学が対象とする範囲は，機械部品単体

から，それらが組み合わされて複雑な機能を発揮する機械システムまで幅広く，機械工学に関わる技術者には基盤領域の堅固な

素養と柔軟な適応力が求められる。本教育プログラムでは，学士課程の教育として基盤領域の教育を重視しており，機械工学の

基礎を体系的に教育し，多様な分野で活躍できる資質を備えた人材を養成する。 

 

(1)学習・教育目標 

育成人材像 

機械工学における基盤的素養と柔軟な適用力を有し，専門的課題を理解し解決する力とコミュニケーション力を備えた実践的能

力を身に付け，多様な分野で国際的に活躍できる資質を備えた人材を養成する。 

学習・教育（到達）目標 

(A) 真に人類・社会に貢献できる人格を養成する。 

[A1] 広い学問領域に触れることによって，人類の幸福・福祉に貢献できる能力 

[A2] 外国語や教養科目の履修を通じて異なる文化を理解し，多面的に物事を考える能力 

[A3] 国際的に活躍するためのコミュニケーションの基礎的な能力 

(B) 社会における工学の役割を正しく理解する能力を養成する。 

[B1] 科学技術が自然現象や人間社会とどのように関わっているかを理解できる能力 

[B2] 自立した技術者として責任をもって行動できる能力 

(C) 幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的能力を養成する。 

[C1] 数学や物理学などの自然科学と情報技術の知識を修得し，これらを応用できる能力 

[C2] 工学基礎および機械工学の基盤領域である材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御を体系的に修得し，こ

れらを応用できる能力 

(D) 社会での実践を志向して専門の工学的能力を養成する。 

[D1] 機械工学分野に関連する専門技術の知識を修得し，これらを柔軟に応用・展開する能力と，技術の進歩に対応し，自主

的かつ継続的に学習できる能力 

[D2] 工学的考え方を利用して問題解決に応用できる解析・設計・コミュニケーションの能力 

[D3] いかなる環境の下でも周到な計画に基づいて問題解決に取り組み，まとめる能力 

[D4] グループで取り組む課題を通じて，チームで目的を達成する能力 

(2)教育の流れ 

1 年次には，工学の基礎となる数学と物理を中心に学習するとともに情報技術を修得し，これを柔軟に応用する能力を培う。さ

らに全学教育科目の履修を通じて，社会に貢献できる人格の養成と，国際性の素養を身につける。また，1 年次秋学期から 3 年

次春学期にかけて，機械工学の基盤科目である材料力学，熱力学，流体力学，機械力学，自動制御を体系的に履修する．これ

により，機械工学の基盤領域である材料と構造，エネルギーと流れ，運動と振動，情報と計測・制御，設計と生産・管理の 5 分野

における基礎学力を養成する。 

2 年次では，幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的な能力を養成するとともに，機械要素設計製図の履修によりエンジニ

アリングデザインの導入教育を行う。 

3 年次には，2 年次までに学習した専門科目の内容を深化させ，機械工学分野の専門知識を柔軟に応用・展開する能力を身

につける．また，応用機械設計製図ならびに機械工学実験の履修により，実験・プロジェクト等の計画・遂行能力，チームによる課

題解決・コミュニケーション能力，工学的解析・考察能力を涵養し，機械工学の実践力を身につける。 

4 年次には各研究室に配属され，卒業研究で最先端の研究課題に取り組むことにより，これまでに学習した内容を集大成し，

機械工学分野における諸問題を周到な計画の下に主体的に解決できる能力を培う。 

(3)履修登録単位数の上限 

機械工学教育プログラムでは次の表に示すように，一学期に履修登録できる単位数に上限が設定されている。その上限単位

数を超えて履修登録することはできないので注意すること。ただし，表に示された科目は上限単位数の計算に含まれない。また，

1 年次秋学期からは，履修登録する直前の一学期の成績の GPA が 2.5 以上の学生は，上限単位数の設定が 26 単位に緩和さ

れる。 
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ᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数䠆1䠈2 

ᖺḟ 1 ᖺḟ 2 ᖺḟ 3 ᖺḟ 4 ᖺḟ 

学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 

ୖ㝈単位数 24 24 22 22 2㻜 2㻜 14 (2㻜䠆3) 14 (2㻜䠆3) 

ୖ㝈䛜⦆䛥䜜䛯ሙ合 䠉 2㻢 

ୖ㝈単位数の計算䛻ྵ䜎䜜䛺

い科目名 

ᗣス䝫ー䝒演習䠞䠆4䠈䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング演習䠈䝁ン䝢䝳ー䝍科学入門䠈数学演習Ⅰ䠈数学

演習Ⅱ䠈力学演習Ⅰ䠈力学演習Ⅱ䠈物理ᐇ㦂䠈化学ᐇ㦂䠈計算工学基礎䠈機械せ素設計

製図Ⅰ䠈機械せ素設計製図Ⅱ䠈機械ຍ工ᐇ習䠈工学基礎ᐇ㦂Ⅱ䠈機械系のᐇ㦂・演習Ⅰ䠈

機械系のᐇ㦂・演習Ⅱ䠈応用機械設計製図Ⅰ䠈応用機械設計製図Ⅱ䠈応用数学演習䠝䠈

応用数学演習䠞䠈機械工学イン䝍ーンシ䝑プ䠈༞ᴗ◊✲䠈教育⫋ဨචチ≧取得の䛯䜑の

䛂教育の基礎ⓗ理解䛻㛵する科目➼䛃の科目ཬ䜃䛂教科ཬ䜃教科の指導ἲ䛻㛵する科目䛃

の୰䛷機械工学教育プログラムの༞ᴗせ௳䛻ྵ䜎䜜䛺い科目（㼜．11 ཧ↷）䠈理工学部副専

攻プログラム科目（䛯䛰䛧䠈専攻の科目と䛧䛶ᒚಟするሙ合はᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数の計

算䛻ྵ䜎䜜る） 

ὀព㡯䠖 

䠆1䠖数್䜔科目名➼は後䜹䝸䜻䝳ラムኚ᭦䛻よりኚ᭦䛥䜜ること䛜䛒り得る。 

䠆2䠖全学教育科目のᒚಟⓏ㘓単位数は䠈この表のᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数の計算䛻ྵ䜎䜜る。䛺䛚䠈全学教育科目䛻䜒全学教育

科目のᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数（学ᮇ 12 単位䠈⛅学ᮇ 12 単位）の計算䛻ྵ䜎䜜䛺い科目䛜䛒る䛯䜑䠈全学教育科目のᒚ

ಟ内䜒合わ䛫䛶ཧ↷すること。 

䠆3䠖༞ᴗ◊✲を⾜䛖の䛻ᚲせ䛺᮲௳を‶䛯䛧䛶い䛺いሙ合䛻は䠈3 ᖺḟのୖ㝈単位数䛜㐺用䛥䜜る。 

䠆4䠖集୰講⩏ᐇ分を㝖い䛶䠈全学教育科目のᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数の計算䛻ྵ䜎䜜る。 

 

���ᡂ⦼ᢅࡢい 

機械工学 EP ⊂⮬䛻成⦼㡰位をỴ定するሙ合䛻は䚸ཎ๎と䛧䛶௨ୗのホ౯ᘧ䛻よる。 

 

���᪩ᮇ༞ᴗ 

2 ᖺḟ⤊䛻௨ୗの᮲௳す䜉䛶を‶䛯䛧䛶いる䜒のは䠈3 ᖺḟ䛻㏻ᖖの 3 ᖺḟᒚಟ科目䛻ຍ䛘䛶༞ᴗ◊✲をᒚಟすること

䛜䛷䛝る。こ䜜䛻より䠈機械工学教育プログラムᒚಟ基‽䛻䛚䛡る(2)༞ᴗ㈨᱁の䛂イ．ᮏ学䛻 4 ᖺ௨ୖᅾ学すること。䛃を㝖䛟す䜉

䛶のせ௳を‶䛯䛧䛯ሙ合は䠈3 ᖺḟ⤊䛚よ䜃䛭䜜௨㝆䛻᪩ᮇ༞ᴗ䛷䛝る。 

2 ᖺḟ⤊䛻䛚い䛶䠈 

(1) ༞ᴗ◊✲䠈3 ᖺḟ開講のᚲಟ科目䠈3 ᖺḟ開講の学部教育科目の㑅ᢥᚲಟを㝖い䛶䠈༞ᴗ䛻ᚲせ䛺᮲௳を‶䛯䛧䛶いる

こと。 

(2) 11㻜 単位௨ୖಟ得䛧䛶いること。 

(3) 㻳PA 䛜 4㻚2㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

こ䜜䜙の᮲௳をす䜉䛶‶䛯すぢ㏻䛧䛜䛒り䠈か䛴᪩ᮇ༞ᴗをᕼᮃする⪅は䠈2 ᖺḟ⤊䛻教ົጤဨ䛻┦ㄯすること。 

 

ᒚಟᇶ‽ 

�1�༞ᴗせ௳ 

機械工学教育プログラムの༞ᴗせ௳は䠈4 ᖺ௨ୖᅾ学䛧䠈全学教育科目 2㻤 単位௨ୖ䠈学部教育科目か䜙 㻥㻢 単位௨ୖ䠈合計

124 単位௨ୖをಟ得䛧䠈༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目の䛖䛱ᒚಟⓏ㘓䛧䛯全科目の 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒り䠈か䛴༞ᴗᑂᰝ䛻合᱁する

こと䛷䛒る。ヲ⣽は䠈㼜．A4 の䛂ᒚಟ基‽䛃をཧ↷のこと。 

���༞ᴗ㈨᱁ 

イ㻚 ᮏ学䛻 4 ᖺ௨ୖᅾ学すること。（ణ䛧䠈᪩ᮇ༞ᴗはこの㝈り䛷は䛺い。） 

ロ㻚 全学教育科目のᒚಟ単位数・ᒚಟ科目䛜༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳（㼜．A4 のᒚಟ基‽表）を‶㊊すること。 

䝝㻚 学部教育科目䛜༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳（㼜．A4 のᒚಟ基‽表）を‶㊊すること。 

ニ㻚 ༞ᴗ◊✲を⤊すること。 

䝩㻚 ༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目の䛖䛱ᒚಟⓏ㘓䛧䛯全科目の 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒る䜒の。 
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(3)卒業研究を行うに必要な要件 

イ. 全学教育科目の履修単位数・履修科目が卒業研究を行うに必要な要件（p．A4 の履修基準表）を満足すること。 

ロ. 学部教育科目が卒業研究を行うに必要な要件（p．A4 の履修基準表）を満足していること。 

履修基準は，以下の通りである。学部教育科目については p．A4-6 の授業科目一覧に更に細かい基準が決められている。 

授業科目 
卒業研究を行うに必要な最低修得単

位数 
卒業に必要な最低修得単位数 

全学教育科目 

基礎科目 
人文社会系 2 以上 

自然科学系 2 以上 

人文社会系 4 以上 

自然科学系 2 以上 

外国語科目 英語科目 6 以上 

初修外国語科目 2 以上 

計 8 以上 

英語科目 6 以上 

初修外国語科目 2 以上 

計 8 以上 

健康スポーツ科目 選択(0 以上 2 以下)＊ 選択(0 以上 2 以下) 

グローバル教育科目 選択(0 以上) 選択(0 以上) 

イノベーション教育科目 選択(0 以上) 選択(0 以上) 

全学教育科目小計 26 以上 28 以上 

学部教育科目 

基礎演習科目 

情報リテラシー科目 4 

数学演習Ⅰ,Ⅱ 4 

力学演習Ⅰ,Ⅱ 4 

12 

専門基礎科目 24 以上 24 以上 

機械工学 EP 科目 52 以上（卒業研究を除く） 60 以上 

学部教育科目小計 88 以上 96 以上 

合計 114 以上＊＊ 124 以上＊＊ 

＊ 2 単位まで全学教育科目の単位に算入できる。 

＊＊ 本学他学部科目，横浜市内大学間単位互換科目，放送大学単位互換科目の修得単位は，卒業研究を行うに必要な

単位数および卒業に必要な単位数に算入されない。 

 

 

授業科目一覧 

 

科目 

区分 
授業科目の名称 履修年次 

単位数 

履修基準 
必
修 

選
択
必
修 

選
択 

【全学教育科目】 

自然科学系科

目 

図形科学 1･2･3･4 春   2  

機械工学と社会とのかかわり合い 1 春 2   必修科目 

【学部教育科目】 

基礎演習科目

（情報リテラシー科目） 

コンピュータ科学入門※ 1 春 2   

必修科目 

コンピューティング演習※ 1 秋 2   

基礎演習科目 

数学演習Ⅰ※ 1 春 2   

数学演習Ⅱ※ 1 秋 2   

力学演習Ⅰ※ 1 秋 2   

力学演習Ⅱ※ 2 春 2   

専
門
基
礎
科
目 

物理実験 1 秋 1   

必修科目 
化学実験 1 秋 1   

機械加工実習 2 春 1   

工学基礎実験Ⅱ 3 秋 1   
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ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

解析学Ⅰ 1   2㻖)  

㻖)は 13 科目୰ 㻥 科目௨

ୖ㑅ᢥᚲಟ 

（専基㑅ᚲ） 

解析学Ⅱ 1 ⛅  2㻖)  

線ᙧ代数学Ⅰ 1   2㻖)  

線ᙧ代数学Ⅱ 1 ⛅  2㻖)  

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 1 ⛅  2㻖)  

㛵数論 2   2㻖)  

確率・統計 2 ⛅  2㻖)  

物理学Ⅰ䠝 1   2㻖)  

物理学Ⅰ䠞 1 ⛅  2㻖)  

物理学Ⅱ䠞 1 ⛅  2㻖)  

物理学䊢 2   2㻖)  

基礎化学Ⅰ 1   2㻖)  

基礎化学Ⅱ 1 ⛅  2㻖)  

応用数学 3    2 

（専基㑅ᢥ） 

計  3    2 

エレクトロニクス㏻論 3    2 

電気工学概論 3 ⛅   2 

図学 1 ⛅   2 

材料有機化学 2    2 

材料無機化学 2 ⛅   2 

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス概論 2 ⛅   2 

་・工学㐃ᦠ基礎 2 ⛅   2 

応用数学演習䠝 3    2 

応用数学演習䠞 3 ⛅   2 

⛣ື䛚よ䜃㏿度論䠝 3    2 

電子デバイス 3    2 

⮬ື㌴工学 3・4    2 

溶接工学概論 3 ⛅   2 

ရ質⟶理 4    2 

安全工学概論 4    2 

⥲合応用工学概論 4    2 

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

ᩍ
⫋
㛵
㐃
⛉
┠㻌

⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞 1䐢   1 

༞ᴗ䛻ᚲせ䛺単位䛻算入

䛧䛺い。 

ᒚಟୖ㝈か䜙㝖እする。 

㻳PA 䛻算入䛧䛺い。 

数字は䝍ームを表す。 

生物科学Ⅰ 1    2 

生物科学Ⅱ 1 ⛅   2 

生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2䐡   2 

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク 2䐡   2 

生ែ学ᐇ習Ⅰ 3䐟   1 

生ែ学ᐇ習Ⅱ 3䐠   1 

ᆅ⌫科学 1    2 

ᆅ⌫システム論Ⅰ 2䐢   1 

ᆅ⌫システム論Ⅱ 2䐣   1 

ᆅ⌫科学ᐇ㦂 1    2 

ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 3    2 
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機
械
工
学
Ｅ
Ｐ
科
目 

機械要素設計製図Ⅰ 2 春 2   

必修科目 

機械要素設計製図Ⅱ 2 秋 2   

機械系の実験・演習Ⅰ 3 春 2   

機械系の実験・演習Ⅱ 3 秋 2   

応用機械設計製図Ⅰ 3 春 2   

応用機械設計製図Ⅱ 3 秋 2   

材料力学Ⅰ 1 秋 2   

熱力学Ⅰ 2 春 2   

流体力学Ⅰ 2 春 2   

機械力学Ⅰ 2 秋 2   

自動制御Ⅰ 2 秋 2   

加工学Ⅰ 2 春 2   

機械材料Ⅰ 2 春 2   

材料力学Ⅱ 2 春  2**)  

**)は 11 科目中 7 科目以

上選択必修 

（専門選必） 

熱力学Ⅱ 2 秋  2**)  

流体力学Ⅱ 2 秋  2**)  

機械力学Ⅱ 3 春  2**)  

自動制御Ⅱ 3 春  2**)  

機構学 1 春  2**)  

機械設計Ⅰ 2 春  2**)  

機械設計Ⅱ 2 秋  2**)  

加工学Ⅱ 2 秋  2**)  

機械材料Ⅱ 2 秋  2**)  

計算工学基礎 2 春  2**)  

有限要素法入門 2 秋   2 

（専門選択） 

材料強度学 3 春   2 

コンピュータコントロール 3 春   2 

熱移動論 3 春   2 

基礎流体解析 3 春   2 

空気力学 3 春   2 

塑性力学 3 春   2 

ターボ機械 3 春   2 

数値流体力学入門 3 春   2 

設計と加工 3 秋   2 

内燃機関 3 秋   2 

推進工学基礎 3 秋   2 

動的システムモデリング 3 秋   2 

ロボット工学 3 秋   2 

機械工学インターンシップ 3 秋   2 

機械情報学 3 秋   2 

バイオメカニクス 3 秋   2 

エネルギー工学Ⅰ 3 春   2 

エネルギー工学Ⅱ 3 秋   2 

卒業研究 4 通 8   必修科目 

学部教育科目のうち，※印を付した科目は，自学科開設科目であり，他学科の学生は履修できない。 
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材料工学教育プログラム 
(1)学習・教育目標 

育成人材像 

社会に関する広い教養と高い倫理観を持ち，工学全般の基礎的知識と材料に関わる専門知識とを備え，工学の他分野の研究

と技術を積極的に取り入れて独創的な技術開発と科学を開拓する高度専門技術者，研究者として将来活躍できる人材の育成を

目的とする。特に，材料が社会を支える基盤技術であることを認識し，金属，セラミックス，半導体，その周辺材料の開発ならびに

特性評価に関する基礎的知識を修得することを目指している。 

 

＜マクロ材料学とプロセス設計＞ 

■材料の組成，組織，構造の不均一な分布を制御する加工技術と力学特性を学ぶ。 

■連続体力学にもとづくマクロな固体材料の強度と変形理論を理解し，加工技術開発の基本を学ぶ。 

■材料組織とそれを支配する基本的な法則，材料の強さを生む基本的な仕組みを理解し，材料の開発ならびに適切な材

料選択の基本を学ぶ。 

＜ナノ材料学＞ 

■材料の原子・ナノスケールでの構造と物性を支配する基本的な法則を理解し，ミクロな組織不均一性とヘテロ構造制御

について学ぶ。 

■原子・分子レベルの観察や制御方法により，材料のナノ構造と機能をマクロな特性と結びつけて理解することを学ぶ。 

■材料内部での電子の働きとそれが生み出す物理特性の基本的な仕組み，材料の量子力学的効果について学ぶ。 

＜サステイナビリティ材料学＞ 

■材料の熱力学や物理的および化学的反応に基づくプロセスの基本的な法則，材料の状態および反応とそれらを評価・

解析する基本的な仕組みについて学ぶ。 

■材料およびプロセスに環境性能を付与する考えや技術，ライフサイクルや信頼性・安全性・経済性などの社会環境との

整合について学ぶ。 

 

学習・教育（到達）目標 

(A) 真に人類・社会に貢献できる人格を養成する。 

■広い学問領域に触れることによって，人類の幸福・福祉に貢献できる能力 

■外国語や教養科目の履修を通じて異なる文化を理解し，多面的に物事を考える能力 

(B) 社会における工学の役割を正しく理解する能力を養成する。 

■科学技術が自然現象や人間社会とどのように関わっているかを理解できる能力 

■自立した技術者として責任をもって行動できる能力数学や物理学などの自然科学と情報技術，工学の基礎知識を修得し，こ

れらを応用できる能力 

(C) 幅広い専門分野に対応できる工学の基礎的能力を養成する。 

■数学や物理学などの自然科学と情報技術の知識を修得し，これらを応用できる能力 

■物理および化学の基礎に立脚して，様々な材料の構造・組織や機能・特性をナノメートルからミリメートルスケールで連続的

に捉えて現象を理解する能力 

■機械構造物や電子情報機器などにおける各種機能を担う，機能・構造材料の内部構造や表面および界面の特性，それらの

評価・解析技術に関わる専門能力 

(D) 社会での実践を志向して専門の工学的能力を養成する。 

■材料工学の基盤となる専門知識を修得し，これらを応用・展開する能力と，将来自主的かつ継続的に学習できる能力 

■工学的考え方を利用して問題解決に応用できる解析・設計・コミュニケーションの能力 

■いかなる環境の下でも周到な計画に基づいて問題解決に取り組み，まとめる能力 

 

(2)教育の流れ 

材料工学分野は，”Interdisciplinary field applying the properties of matter to various areas of science and engineering” と定義さ

れ，原子・分子レベルの物質の構造とマクロ的な材料特性との関係を理解して工学に適用する分野である。そのため，①マクロ材

料学とプロセス設計，②ナノ材料学，③サステイナビリティ材料学の 3 点により教育体系を構築している。 

1 年次には，「基礎科目」と「外国語科目」に加え，主に導入的役割を担う「基礎演習科目」，理工学の基礎を学ぶ「理工学部基

盤科目」について履修する。 
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2䡚3 ᖺḟ䛻は䠈材料組織学䠈材料学䠈力学設計䠈材料物理学䛻㛵するࠕ⌮ᕤᏛ㒊ᇶ┙⛉┠ࠖࠕᑓ㛛⛉┠ࠖを系統ⓗ䛻学

ಟ䛧䠈基礎科学䜔工学基礎科目の学ಟと合わ䛫䛶䠈材料工学の基礎をಟ得する。䜎䛯䠈工学基礎ᐇ㦂䠈材料工学ᐇ㦂䠈機械せ

素設計製図䠈機械ຍ工ᐇ習䛺䛹のᐇ㦂・演習科目をᒚಟ䛧䠈材料工学䜈の理解を発ᒎ῝化䛥䛫る。䛥䜙䛻は䠈ライ䝣䝃イクル䠈㈨

※䠈製ရ機能のಙ㢗性確ಖ䛜㔜ど䛥䜜る代䛻ྥ䛡䛶材料科学をᣓり┤䛧䠈社会のㄢ㢟解Ỵ・౯್䛵䛟り䛻䛶る⏬力・デザ

イン力をಟ得する。䛂グローバル教育科目䛃䛚よ䜃䛂イ䝜䝧ーシ䝵ン教育科目䛃をᒚಟ䛧䠈高度の教㣴力を㌟䛻䛴䛡る。 

4 ᖺḟ䛷の༞ᴗ◊✲䛷は䠈᭱先端の◊✲ㄢ㢟䛻取り組䜐こと䛻より䠈こ䜜䜎䛷䛻学ಟ䛧䛯内ᐜを集成䛧䠈体ⓗ䛻ά㌍䛷䛝る

能力をᇵ䛖。䜎䛯䠈༞ᴗ◊✲䛻ຍ䛘䠈ㄢ㢟解Ỵᆺ学習（P㼞㼛㼖㼑㼏㼠㻙㼎㼍㼟㼑㼐 㻸㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓）科目を導入䛧䠈学ಟをᐇ㊶䜈と応用する力をಟ得

する。 

機械・材料・海洋系学科䛜ᥦ౪する⯟空Ᏹᐂ工学分㔝の体系ⓗ䛺専門教育をᒚಟすること䛜ྍ能䛷䛒る。教ဨචチ㈨᱁は䠈

୰学ᰯ教ㅍ୍✀（数学・理科）䛚よ䜃高➼学ᰯ教ㅍ୍✀（数学・理科）චチ≧の取得䛜ྍ能䛷䛒る。 
 

���ᒚಟⓏ㘓༢ᩘୖࡢ㝈 

材料工学教育プログラム䛷はୗ表䛻♧すよ䛖䛻䠈୍学ᮇ䛻ᒚಟⓏ㘓䛷䛝る単位数䛻ୖ㝈䛜設定䛥䜜䛶いる。䛭のୖ㝈単位数

を㉸䛘䛶ᒚಟⓏ㘓することは䛷䛝䛺いの䛷ὀពすること。䛯䛰䛧䠈表䛻♧䛥䜜䛯科目はୖ㝈単位数の計算䛻ྵ䜎䜜䛺い。䜎䛯 1 ᖺ

ḟ⛅学ᮇか䜙は䠈ᒚಟⓏ㘓する┤๓୍学ᮇの成⦼の 㻳PA 䛜 2㻚㻡 ௨ୖの学生は䠈ୖ㝈単位数の設定䛜 2㻢 単位䛻⦆䛥䜜る。 

䛺䛚䠈全学教育科目のᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数は各学ᮇ䛷 12 単位䛷䛒る。 

 

ᒚಟⓏ㘓単位ୖ㝈㻖1 

ᖺḟ 1 ᖺḟ 2 ᖺḟ 3 ᖺḟ 4 ᖺḟ㻖2 

学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 学ᮇ ⛅学ᮇ 

ୖ㝈単位数 24 24 22 22 2㻜 2㻜 14 14 

ୖ㝈䛜⦆䛥䜜䛯ሙ合 䠉 2㻢 

単位ୖ㝈の計算䛻ྵ䜎䜜䛺い

科目名㻖4 

ᗣス䝫ー䝒演習䠞㻖3䠈䝁ン䝢䝳ーテ䜱ング䠈数学演習䠈物理学演習䠈物理ᐇ㦂䠈化学ᐇ㦂䠈

機械せ素設計製図䠝䠈機械せ素設計製図䠞䠈機械ຍ工ᐇ習䠈工学基礎ᐇ㦂Ⅰ䠈材料工学

ᐇ㦂Ⅰ䠈材料工学ᐇ㦂Ⅱ䠈金属組織学・演習Ⅰ䠈金属組織学・演習Ⅱ䠈応用数学演習䠝䠈

応用数学演習䠞䠈材料設計䝊䝭䝘ール䠈材料工学イン䝍ーンシ䝑プ䠈༞ᴗ◊✲䠈教育⫋ဨච

チ䛻㛵ಀする科目ཬ䜃䛭の教⫋㛵㐃科目（ᤵᴗ科目୍ぴཧ↷）䠈学科・学部開講科

目䠈理工学部副専攻プログラム科目（䛯䛰䛧䠈専攻の科目と䛧䛶ᒚಟするሙ合はᒚಟⓏ

㘓単位ୖ㝈の科目䛻ྵ䜎䜜る） 

ὀព㡯䠖 

䠆1䠖数್䜔科目名➼は後䜹䝸䜻䝳ラムኚ᭦䛻よりኚ᭦䛥䜜ること䛜䛒り得る。 

䠆2䠖༞ᴗ◊✲を⾜䛖の䛻ᚲせ䛺᮲௳を‶䛯䛧䛶い䛺いሙ合は 3 ᖺḟのୖ㝈単位数䛜㐺用䛥䜜る。 

䠆3䠖全学教育科目のᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数（学ᮇ 12 単位䠈⛅学ᮇ 12 単位）の計算䛻はྵ䜎䜜る。 

䠆4䠖全学教育科目のᒚಟୖ㝈䛻୍部㝖እ科目䛜䛒る䛯䜑䠈全学教育科目ᒚಟ内䜒ే䛫䛶ཧ↷すること。 

 

���ᡂ⦼ᢅࡢい 

4 ᖺḟの◊✲ᐊ㓄属䛻䛚い䛶は䠈成⦼とᕼᮃ䛻より㓄属先をỴ定する。䛭の㝿䠈成⦼の㡰位をỴ䜑る指ᶆと䛧䛶用いるホ౯ᘧ

は௨ୗの㏻り䛷䛒る。 

124
GPT GPA  

���᪩ᮇ༞ᴗ 

2 ᖺḟ⤊䛻௨ୗの᮲௳を全䛶‶䛯䛧䛶いる学生は䠈3 ᖺḟ䛻㏻ᖖの 3 ᖺḟᒚಟ科目䛻ຍ䛘䛶༞ᴗ◊✲をᒚಟすること䛜

䛷䛝る。こ䜜䛻より༞ᴗ㈨᱁を‶䛯䛧䛯ሙ合は䠈3 ᖺḟ⤊䛚よ䜃䛭䜜௨㝆䛻᪩ᮇ༞ᴗ䛷䛝る。 

（᮲௳） 

2 ᖺḟ⤊䛻䛚い䛶䠈 

ձ ༞ᴗ◊✲䠈3 ᖺḟ開講のᚲಟ科目を㝖い䛶䠈ᚲಟ科目をಟ得䛧䛶いること。 

ղ ༞ᴗ◊✲ 㻤 単位䠈3 ᖺḟ開講のᚲಟ科目 㻥 単位を㝖い䛶䠈༞ᴗ㈨᱁を‶䛯䛧䛶いること。 

ճ ༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目の䛖䛱ᒚಟⓏ㘓䛧䛯全科目の 㻳PA 䛜 4㻚2㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

こ䜜䜙䐟䠈䐠䠈䐡の᮲௳を全䛶‶䛯すぢ㏻䛧䛜䛒り䠈か䛴᪩ᮇ༞ᴗをᕼᮃする⪅は䠈2 ᖺḟ⤊䛻教ົጤဨ䛻┦ㄯすること。 

ػ
ց
ɾ
ࡐ
ྉ
ɾ

ւ
༸
ܥ
学
科
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履修基準 

履修基準は，以下の通りである。全学教育科目については全学教育科目履修基準表，学部教育科目については材料工学教

育プログラム学部教育科目表に更に細かい基準が決められているので参照すること。ただし，本学他学部開講科目，横浜市内大

学間単位互換科目，放送大学単位互換科目の修得単位は卒業に必要な単位数に算入されない。 

 

授業科目 

全学教育科目 学部教育科目 

基礎科目 外国語科目 健康・スポーツ科目 グローバル教育科目 イノベーション教育科目 基礎演習科目 専門基礎科目 材料工学 EP 専門科目 

卒業に必要な

修得単位数 

人文社会系4以上 

自然科学系4以上 

英語科目 6 以上 

初修外国語科目 2 以上 
選択＊ 選択 選択 6 30 以上 62 以上 

計 26 以上 計 98 以上 

計 124 以上 

＊2 単位までを全学教育科目の単位に算入できる。 

 

(1)卒業資格 

イ. 本学に 4 年以上在学すること。 (但し，早期卒業はこの限りではない。) 

ロ. 全学教育科目の履修単位数・履修科目が卒業に必要な要件(上表)を満足すること。 

ハ. 学部教育科目が卒業に必要な要件(上表)を満足すること。 

ニ. 卒業研究を終了すること。 

ホ. 卒業に必要な授業科目のうち履修登録した全科目の GPA が 2.0 以上であること。 

 

(2)卒業研究を行うに必要な要件 

卒業研究を除くすべての必修科目を修得し，全学教育科目 22 単位以上（基礎科目 8 単位以上，外国語科目 8 単位以上)，及

び，学部教育科目 90 単位以上(基礎演習科目 6 単位，専門基礎科目 30 単位以上，材料工学ＥＰ専門科目 54 単位以上)のすべ

ての条件を満たしていること。 

 

授業科目一覧 

 

科目 

区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 

備 考 必 

修 

選
択
必
修 

選 

択 

【全学教育科目】 

全
学
教
育
科
目 

材料学入門 1 春 2    

機械工学と社会とのかかわり合い 1～4 春   2 自学科開講クラス 

図形科学 1～4 春   2  

【学部教育科目】 

基
礎
演
習
科
目 

コンピューティング 1 秋 2    

数学演習※ 1 春 2   
自学科開講科目，

他学科は履修不可 

物理学演習※ 1 秋 2   
自学科開講科目，

他学科は履修不可 

小計（3 科目） － 6    
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ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

ᩘ
Ꮫ
㛵
ಀ
⛉
┠㻌

解析学Ⅰ 1    2  

解析学Ⅱ 1 ⛅   2  

線ᙧ代数学Ⅰ 1    2  

線ᙧ代数学Ⅱ 1 ⛅   2  

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 1 ⛅   2  

㛵数論 2    2  

確率・統計 2 ⛅   2  

≀
⌮
䩺
ᅗ
Ꮫ
㛵
ಀ
⛉
┠㻌

物理学Ⅰ䠝 1    2  

物理学Ⅰ䠞 1 ⛅   2  

物理学Ⅱ䠞 1 ⛅   2  

物理学䊢 2    2  

物理ᐇ㦂 1 ⛅ 1    

図学 1 ⛅   2  

計  3    2  

エレクトロニクス㏻論 3    2  


Ꮫ
㛵
㐃
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

基礎化学Ⅰ 1    2  

基礎化学Ⅱ 1 ⛅   2  

材料有機化学 2    2  

材料無機化学 2 ⛅   2  

化学ᐇ㦂 1 ⛅ 1    

ᕤ
Ꮫ
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

機械ຍ工ᐇ習 2  1    

電子デバイス 4    2  

応用数学 3    2  

応用数学演習䠝 3    2  

応用数学演習䠞 3 ⛅   2  

流体力学 2 ⛅   2  

溶接工学概論 4 ⛅   2  

䝁ン䝢䝳ー䝍グラ䝣䜱䝑クス概論 2 ⛅   2  

電気工学概論 3 ⛅   2  

⛣ື䛚よ䜃㏿度論䠝 3    2  

工学基礎ᐇ㦂Ⅰ 3  1    

ရ質⟶理 4    2  

安全工学概論 4    2  

⥲合応用工学概論 4    2  

⮬ື㌴工学 4    2  

་・工学㐃ᦠ基礎 4 ⛅   2  

ᩍ
⫋
㛵
㐃
⛉
┠㻌

⮬↛環境䝸スクඹ生概論䠞 1䐢   1 

༞ᴗ䛻ᚲせ䛺単位

䛻算入䛧䛺い。 

ᒚಟୖ㝈か䜙㝖እ

する。 

㻳PA 䛻算入䛧䛺い 

数字は䝍ームを

表す。 

生物科学Ⅰ 1    2 

生物科学Ⅱ 1 ⛅   2 

生ែ学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 2䐡   2 

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク 2䐡   2 

生ែ学ᐇ習Ⅰ 3䐟   1 

生ែ学ᐇ習Ⅱ 3䐠   1 

ᆅ⌫科学 1    2 

ᆅ⌫システム論Ⅰ 2䐢   1 

ᆅ⌫システム論Ⅱ 2䐣   1 

ᆅ⌫科学ᐇ㦂 1    2 

ᆅ質学㐲㝸ᆅ䝣䜱ール䝗䝽ーク 3    2 

ᑠ計（㻡1 科目） 䠉 4  㻤㻥  

ػ
ց
ɾ
ࡐ
ྉ
ɾ

ւ
༸
ܥ
学
科
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材
料
工
学
Ｅ
Ｐ
専
門
科
目 

熱力学 1 春   2  

物理化学 1 秋   2  

プログラミング 2 春   2  

基礎結晶学 2 春   2  

材料熱力学 2 春   2  

加工学 2 秋   2  

材料力学Ａ 2 春   2  

材料力学Ｂ 2 秋   2  

金属組織学・演習Ⅰ 2 秋   3  

金属組織学・演習Ⅱ 3 春   3  

結晶塑性学 2 秋   2  

固体電子論 2 春   2  

機械設計 2 秋   2  

機械要素設計製図Ａ 

機械要素設計製図Ｂ 

2 春 2    

2 秋 2    

材料工学実験Ⅰ 3 春 3    

材料工学実験Ⅱ 3 秋 3    

結晶強度学 3 春   2  

材料強度学 3 秋   2  

Ｘ線結晶構造解析 3 春   2  

鉄鋼材料 3 春   2  

統計物理学 2 秋   2  

電磁物性 3 春   2  

塑性力学 3 春   2  

塑性加工学 3 秋   2  

凝固論 3 秋   2  

計算材料学 3 秋   2  

環境調和材料 3 秋   2  

材料設計ゼミナール 3 秋 2    

材料工学インターンシップ 3 秋   2  

電気化学Ａ 3 春   2 
化学応用ＥＰ開講

科目 

有限要素法入門 3 秋   2  

設計と加工 3 秋   2  

卒業研究 4 通 8    

小計（34 科目） － 20  58  

学部教育科目のうち，※印を付した科目は，自学科開設科目であり，他学科の学生は履修できない。 
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学
習

・
教

育
目

ᶆ
1
ᖺ


学

ᮇ
1
ᖺ
⛅

学
ᮇ

2
ᖺ


学
ᮇ

2
ᖺ

⛅
学

ᮇ
㻟
ᖺ


学
ᮇ

㻟
ᖺ

⛅
学

ᮇ
㻠
ᖺ


学

ᮇ
㻠
ᖺ

⛅
学
ᮇ

ⱥ
ㄒ

実
習
㻔䖂

㻕
ⱥ
ㄒ

実
習

㻔䖂
㻕

ⱥ
ㄒ
演

習
㻔○

㻕
ⱥ

ㄒ
演

習
㻔○

㻕

ⱥ
ㄒ

実
習
㻔䖂
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海洋空間のシステムデザイン教育プログラム 
(1)学修・教育目標 

全世界的な人・物・情報の高速移動が人類の活動範囲の拡大をもたらしている。その活動範囲は陸上に留まらず，洋上，深海，

大気圏，さらには宇宙にまで広がっている。その様な人間活動に相まって，自然環境への影響や資源・エネルギー問題が顕在化

している。この問題の解決が，将来にわたり健全で持続的な人間活動を支える基盤となる。 

本教育プログラムの教育研究対象となる空間は，地球表面の 70％を占める海面を挟んで上下に位置する海洋および大気圏・

宇宙である。「海洋空間」とは，洋上，深海，大気圏，宇宙を包括的に意味する。本 EP で意味する「システム」とは，広大な空間で

活躍する船舶・海洋構造物・航空機・人工衛星等の機器および，こうした機器の周囲の空間，さらに機器と空間との相互作用も含

む概念である。そのようなシステムを計画・設計できるようになることが本 EP における教育の主要な目標である。 

本教育プログラム所属の学生は，このような内容を専門的に扱う学術分野である船舶海洋工学と航空宇宙工学の両方の学修

し，上記の問題を解決する人材となることを目指す。船舶・海洋構造物・航空機・人工衛星等は，これらの問題解決を実現するた

めの要となる技術であり，こうした技術に関する基礎的知識や，それらの設計能力を身につける。また，これらの技術を構成する要

素技術を単独に知るだけでなく，複数の要素技術を有機的に統合し，ひとつのシステムとして創り上げる能力を獲得する。この能

力を活用して，上述した自然環境への影響や資源・エネルギー問題を解決する。また，国と国との境を越えて利用される船舶や

航空機等に関する多様な内容が織り交ぜられたカリキュラムに沿って学修することを通じて，今般の社会で最も重要な能力とされ

る国際性および幅広い視野を涵養する。 

以上の目標を達成するために，以下に示す policy のもと，本教育プログラムのカリキュラムが組まれている。 

Policy1 [学位授与] 

船舶海洋工学と航空宇宙工学に関連する幅広い基礎知識と，個々の技術を有機的に統合する能力とを身に付けた学生に対

して，客観的な評価に基づき学位を授与する。最終学年の卒業研究では，自発的に研究に取り組むことを学生に求め，卒業論

文の執筆を課し，問題解決能力と，システム的な視点の獲得の度合いとを評価する。 

Policy2 [教育課程の編成と実施] 

演習・実験という自分の頭と手足とをふんだんに用いる科目の修得を課す。それにより，創造力および，問題解決に向けて実践

的に行動する能力を高める。入学当初は，一般教養に関する科目，数学や物理に関する基礎的な科目の履修によって土台を固

め，徐々に専門的な内容の科目を履修する。最終学年（4年次）では学生は各研究室に配属され，最先端の研究に参加する。 

Policy3 [育成目標] 

本教育プログラムでは，船舶海洋工学と航空宇宙工学両方の知識を有する人物，その知識を用いて当該技術が広い空間内で

機能する様，システム的思考を駆使できる人物を育成する。 

Policy4 [教育の質の持続的向上] 

本教育プログラムを担当する教員は，産業界動向，大学入学者の動向，学術界の動向などに目を配り，それに応じて随時，カ

リキュラムや授業内容を改良している。学生への授業アンケートや，学生との個別面談により，学生の満足度を高め，健全な学生

生活の継続に配慮する。 

 

(2)教育の流れ 

1 年次は主に全学教育科目の履修を通して，大学生としての教養および専門分野の歴史や社会での位置付けを学修する。ま

た，専門基礎科目の履修を通して，理工学部生としての不可欠な理科学系の基礎知識を学修する。更に，EP のカリキュラムを進

めるうえで必須となる知識や考え方を専門科目の履修を通して学修する。 

2 年次は全学教育科目の履修を通して大学生としての教養を磨き，1 年時よりも高度な専門基礎科目の履修を通して理工学部

生としての理科学系の基礎の充実を図る。専門科目の中でも EP の特徴的な科目の履修を通して，専門分野に関する知識や解

法スキルの基礎を習得する。2 年次終了時，全学教育科目および基礎演習科目については後述の卒業研究着手要件を満たす

ことが望まれる。また，2 年次の専門科目の履修は 2 年次の履修科目の 3 割～4 割を占める。 

3 年次は，履修の大半を専門科目が占める。特に，専門科目の中でも必修の演習や実験系の科目の履修を通して，2 年次まで

に習得した知識や解法スキルを実践的に応用する力の発揮の仕方を学修する。実践的に応用する力とは技術要素や個別の知

識要素を統合していく力，様々な科目の履修を通して学修した事柄に横串を通せる力，それを支える幅広い視野を持てる力であ

る。 

卒業年次は，研究室に配属され卒業研究を実施する。卒業研究では，配属された各研究室において，各研究室の特徴を踏ま

えつつ，これまで習得した知識や解法スキルをより高度に磨きをかけ，社会実装や社会還元を目指した研究のスキルを学修する。

また，少人数形式の輪講を通して，論理的な思考力や説明能力，国際的コミュニケーション能力も養成する。 
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���ᒚಟ༢Ⓩ㘓ᩘୖࡢ㝈 

1) 各学ᮇのᒚಟⓏ㘓単位数のୖ㝈は䠈1 ᖺḟは 24 単位䠈2 ᖺḟ௨ୖは 22 単位䛷䛒る。䛯䛰䛧䠈ᒚಟⓏ㘓を⾜䛖学ᮇの䜂と䛴

๓の学ᮇ䛻䛚䛡る 㻳PA 䛜 2㻚㻡 ௨ୖの⪅䛻䛴い䛶はୖ㝈を 2㻢 単位とすること䛜䛷䛝る。 

2) ḟの䐟か䜙䐡䛻ᣲ䛜䛳䛶いる科目䛻䛴い䛶は䠈ᒚಟⓏ㘓単位数の計算か䜙㝖እ䛷䛝る。 

䐟 海洋空間のシステムデザイン䝸テラシーⅠ䠈Ⅱ䠈数学・力学演習Ⅰ䠈Ⅱ䠈数್情報ฎ理Ⅰ䠈Ⅱ䠈 

物理ᐇ㦂䠈化学ᐇ㦂䠈応用数学演習䠝䠈䠞䠈 

流体力学演習䠈応用流体力学ᐇ㦂䠈応用流体力学演習䠈᧯⯪論・演習䠈設計製図・演習Ⅰ䠈Ⅱ䠈 

ᾋ体㐠ື学ᐇ㦂䠈ᾋ体㐠ື学演習䠈材料力学演習➨୍䠈材料力学演習➨䠈材料・構造ᐇ㦂䠈 

༞ᴗ◊✲䠈応用流体力学㍯講䠈構造力学㍯講䠈海洋設計工学㍯講䠈海洋システムデザイン㍯講䠈 

海洋㈨※エネルギー工学㍯講䠈ᾋ体㐠ື学㍯講䠈⯟空Ᏹᐂシステム㍯講 

䐠 ୰学ᰯ・高➼学ᰯ教ㅍ୍✀(数学)චチ≧を取得する䛯䜑の教科科目の䛖䛱䠈ᗄఱ学Ⅰ䠈Ⅱ 

䐡 教⫋科目（生ᚐ・㐍路指導論䛺䛹） 

䠆䠖科目名➼は後䜹䝸䜻䝳ラムኚ᭦䛻よりኚ᭦䛥䜜ること䛜䛒り䛖る。 

3) 全学教育科目䛻は䠈各学ᮇ 12 単位をୖ㝈とするᒚಟⓏ㘓ไ㝈䛜䛒る。ヲ䛧䛟は全学教育科目のᒚಟ内をཧ↷すること。 

 

���᪩ᮇ༞ᴗ 

後㏙の༞ᴗ㈨᱁の全䛶のせ௳を‶䛯䛧䛯ሙ合は䠈3 ᖺḟ⤊䛚よ䜃䛭䜜௨㝆䛻᪩ᮇ༞ᴗ䛜䛷䛝る。䛭の䛯䜑䛻は䠈2 ᖺḟ

⤊䛻᪩ᮇ༞ᴗᕼᮃ⪅の༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳を‶䛯䛧䠈3 ᖺḟの㏻ᖺ䛷༞ᴗ◊✲をᒚಟするᚲせ䛜䛒る。 

 

���◊✲ᐊࡢ㓄ᒓ 

ᮏ EP 䛷は༞ᴗᖺḟ䛻◊✲ᐊ䛻㓄属䛥䜜る。༞ᴗᖺḟ䛻㐍⣭する䛻は䠈䛭の๓ᖺ度䜎䛷䛻後㏙の䛂༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳䛃を‶䛯

すᚲせ䛜䛒る。㓄属◊✲ᐊはᕼᮃと成⦼䛻よりỴ䜑䜙䜜る。㓄属◊✲ᐊのᕼᮃ䛜㔜」するሙ合䛻は䠈成⦼表䛻グ㍕䛥䜜䛶いる

䛂㏻算 㻳P㼀䛃の数字の䛝いᕼᮃ⪅のᕼᮃ䛜ඃ先䛥䜜る。ᑦ䠈䛂㏻算 㻳P㼀䛃の算ฟ䛷は䠈教⫋䛻㛵する科目䜔学部開講科目䛺

䛹の 㻳PA 㝖እ科目はᑐ㇟と䛺䜙䛺い。 

 

���学㝔ࡢ㣕ࡧධ学 

ᮏ教育プログラム䛷は䠈学༞ᴗをᚲせと䛧䛺い学㝔㐍学をㄆ䜑るไ度を設䛡䛶い䛺い。 

 

ᒚಟᇶ‽ 

ᮏ EP 䛷は䠈༞ᴗ䛻ᚲせ䛺䛂༞ᴗせ௳䛃と䠈༞ᴗ◊✲のᒚಟ䛻ᚲせ䛺䛂༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳䛃のᒚಟ基‽䛜䛒る。 

 

�1� ༞ᴗせ௳ 

༞ᴗᚲせ䛺ᒚಟ基‽は௨ୗの㏻り䛷䛒る。ᑦ䠈A1㻢 䛻ᥖ㍕の䛂海洋空間のシステムデザイン教育プログラム ᒚಟ基‽表䛃を䠈

௨ୗは䛂ᒚಟ基‽表䛃と䜆 

1) ᮏ学䛻 4 ᖺ௨ୖᅾ学すること（ణ䛧䠈᪩ᮇ༞ᴗはこの㝈り䛷は䛺い）。 

2) 全学教育科目のᒚಟ単位数・ᒚಟ科目䛜䠈ᒚಟ基‽表䛻♧す༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳を‶㊊すること。 

3) 学部教育科目䛜䚸ᒚಟ基‽表䛻♧す䠈༞ᴗ䛻ᚲせ䛺せ௳を‶㊊すること。 

4) ༞ᴗ◊✲を⤊すること。 

㻡) ༞ᴗ䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ科目の䛖䛱ᒚಟⓏ㘓䛧䛯全科目の 㻳PA(成⦼表の䛂㏻算 㻳PA䛃)䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

 

���༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳ 

ᖺ度の⤊䛻༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳を‶䛯すと䠈ḟᖺ度の༞ᴗ◊✲をᒚಟ䛷䛝る。ᅾ学ᮇ間䛻より╔ᡭ᮲௳䛜␗䛺る。各ᖺ度

の༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳を‶䛯䛧䛯⪅はᖺ度ึ䜑䛻බ表する。ᑦ䠈༞ᴗ◊✲は㓄属◊✲ᐊ䛷ᒚಟする。 

 

ᅾᏛᮇ㛫༞ᴗ◊✲╔ᡭせ௳㸦㏻ᖖ㸧㸦ᑐ㇟㸸ᖺᗘ⤊ࠕ � ᖺ௨ୖ㸧ࠖ  

ᖺ度⤊䛻௨ୗの᮲௳を全䛶‶䛯䛧䛶いる䜒のは䠈ḟᖺ度䛻༞ᴗ◊✲をᒚಟすること䛜䛷䛝る。 

1) 全学教育科目のᒚಟ単位数・ᒚಟ科目䛜䠈ᒚಟ基‽表の༞ᴗ◊✲╔ᡭ᮲௳を‶㊊䛧䛶いること。 

2) 学部教育科目䛜䠈ᒚಟ基‽表の༞ᴗ◊✲╔ᡭ᮲௳を‶㊊䛧䛶いること。 

3) ㏻算 㻳PA 䛜 2㻚㻜 ௨ୖ䛷䛒ること。 

4) 学生教育◊✲⅏ᐖയᐖಖ㝤䛻ᑡ䛺䛟と䜒ຍ入ᮇ間 1 ᖺをṧ䛧䛶ຍ入䛧䛶いること。 
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「卒業研究着手要件（早期）（対象：年度終了時に在学期間 3 年未満の早期卒業希望者）」 

年度終了時に以下の条件を全て満たしているものは，次年度に通常年次の履修科目に加えて卒業研究を早期に履修すること

ができる。これにより，卒業資格の全ての単位要件を満たした場合は，3 年次終了時およびそれ以降に早期卒業ができる。 

1) 年度終了時に，通常の卒業研究着手要件の 1)及び 4)を満たしていること。 

2) 学部教育科目については，履修基準表の基礎演習科目及び専門基礎科目に関する卒業研究着手要件，専門科目について

は 3 年次の必修科目を除く必修 8 科目を含み，40 単位以上修得していること（配当年次に依らない計画的な履修が必要）。 

3) GPA が 4.1 以上であること。また 3 年次を通じてこの GPA を維持することが望ましい。 

 

海洋空間のシステムデザイン教育プログラム 履修基準表 

 卒業研究着手条件 卒業に必要な条件 

全
学
教
育
科
目 

基礎科目 
人文社会系 4 単位以上 4 単位以上 

自然科学系 4 単位以上＊１ 4 単位以上＊１ 

外国語科目 

英語科目 4 科目以上＊２ 6 単位以上＊２ 

初修外国語科目 1 科目以上 2 単位以上 

外国語科目小計 6 科目以上 8 単位以上 

健康スポーツ科目 選択 4 単位まで算入できる 選択 4 単位まで算入できる 

全学教育科目小計 28 単位以上 30 単位以上 

学
部
教
育
科
目 

＊
３ 

基礎演習科目 5 科目以上 8 単位 

専門基礎科目 

カテゴリー１ 6 単位以上 6 単位以上 

カテゴリー２ 5 単位以上 5 単位以上 

カテゴリー３ 6 単位以上 6 単位以上 

専門基礎科目小計 22 単位以上 22 単位以上 

専門科目 
必修科目 

卒業研究を除く必修 14 科目

中 10 科目以上 
26 単位 

専門科目合計 53 単位以上 64 単位以上 

学部教育科目小計 81 単位以上 94 単位以上 

総計 109 単位以上 124 単位以上 

*1 必修の海事技術史，海洋工学と社会を含める。 
*2 グローバル教育科目の国際交流科目は英語演習科目の単位として上限 2 単位（1 科目）まで読み替えられる。 
*3 学部教育科目については p．A17-19 の授業科目一覧を確認し把握すること。 

 

履修に関するその他の注意 
１) 在学中は学生教育研究災害傷害保険に加入しなければならない。加入していない場合には，実験科目等の一部の科目につ

いて履修できないことがある。 

2) 横浜市立大学，横浜市内大学，他学部開講科目を履修することができる。ただし，修得単位は履修基準に示す卒業に必要な

単位数に算入することはできない。 
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授 業 科 目 一 覧 

 

科目 

区分 
授業科目の名称 

配当 

年次 

単位数 

備 考 必 

修 

選
択
必
修 

選 

択 

全  学  教  育  科  目 

全
学
教
育
科
目 

海事技術史 1 春 2    

海洋工学と社会 1 秋 2    

応用気象学 1 秋   2 

履修推奨科目 統計学Ⅰ－Ｃ 2 春   2 

統計学Ⅱ－Ｃ 2 秋   2 

学  部  教  育  科  目 

基
礎
演
習
科
目 

海洋空間のシステムデザインリテラシーⅠ※ 1① 1    

数値情報処理Ⅰ ※ 1 秋 2    

数学・力学演習Ⅰ※ 2 春 1    

数値情報処理Ⅱ ※ 2 春 2    

数学・力学演習Ⅱ※ 2 秋 1    

海洋空間のシステムデザインリテラシーⅡ※ 2 秋 1    

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

カ
テ
ゴ
リ
１ 

解析学Ⅰ 1 春  2  

8 単位中 6 単位以上 
線形代数学Ⅰ 1 春  2  

解析学Ⅱ 1 秋  2  

線形代数学Ⅱ 1 秋  2  

カ
テ
ゴ
リ
２ 

物理学ⅠＡ 1 春  2  

7 単位中 5 単位以上 
物理学Ⅱ 1 春  2  

物理実験 1 春  1  

物理学ⅠＢ 1 秋  2  

カ
テ
ゴ
リ
３ 

微分方程式Ⅰ 1 秋  2  

12 単位中 6 単位以上 

関数論 2 春  2  

微分方程式Ⅱ 2 秋  2  

応用数学 3 春  2  

応用数学演習Ａ 3 春  2  

応用数学演習Ｂ 3 秋  2  

 

図学Ⅰ 1 春   2  

化学実験 1 春   1  

図学Ⅱ 1 秋   2  

基礎化学 1 秋   2  

確率・統計 2 秋   2  

エレクトロニクス通論 3 春   2  

情報処理概論 3 春   2  

電気工学概論 3 秋   2  

溶接工学概論 3 秋   2  

計測 4 春   2  

移動および速度論Ａ 4 春   2  

品質管理 4 春   2  

安全工学概論 4 春   2  

総合応用工学概論 4 春   2  

医・工学連携基礎 4 秋   2  
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ᤵ ᴗ ⛉ ┠ ୍ ぴ 

 

科目 

༊分 
ᤵᴗ科目の名⛠ 

㓄ᙜ 

ᖺḟ 

単位数 

ഛ ⪃ ᚲ㻌

ಟ㻌

㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ㻌

㑅㻌

ᢥ㻌

全  学  教  育  科  目 


Ꮫ
ᩍ
⫱
⛉
┠㻌

海技術ྐ 1  2    

海洋工学と社会 1 ⛅ 2    

応用気㇟学 1 ⛅   2 

ᒚಟ᥎ዡ科目 統計学Ⅰ䠉䠟 2    2 

統計学Ⅱ䠉䠟 2 ⛅   2 

学  部  教  育  科  目 

ᇶ
♏
₇
⩦
⛉
┠㻌

海洋空間のシステムデザイン䝸テラシーⅠ䈜 1䐟 1    

数್情報ฎ理Ⅰ 䈜 1 ⛅ 2    

数学・力学演習Ⅰ䈜 2  1    

数್情報ฎ理Ⅱ 䈜 2  2    

数学・力学演習Ⅱ䈜 2 ⛅ 1    

海洋空間のシステムデザイン䝸テラシーⅡ䈜 2 ⛅ 1    

ᑓ㻌

㛛㻌

ᇶ㻌

♏㻌

⛉㻌

┠㻌

䨮
䩉
䨷
䩭
䪳㻌

解析学Ⅰ 1   2  

㻤 単位୰ 㻢 単位௨ୖ 
線ᙧ代数学Ⅰ 1   2  

解析学Ⅱ 1 ⛅  2  

線ᙧ代数学Ⅱ 1 ⛅  2  

䨮
䩉
䨷
䩭
䪴㻌

物理学Ⅰ䠝 1   2  

㻣 単位୰ 㻡 単位௨ୖ 
物理学Ⅱ 1   2  

物理ᐇ㦂 1   1  

物理学Ⅰ䠞 1 ⛅  2  

䨮
䩉
䨷
䩭
䪵㻌

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ 1 ⛅  2  

12 単位୰ 㻢 単位௨ୖ 

㛵数論 2   2  

ᚤ分᪉⛬ᘧⅡ 2 ⛅  2  

応用数学 3   2  

応用数学演習䠝 3   2  

応用数学演習䠞 3 ⛅  2  

 

図学Ⅰ 1    2  

化学ᐇ㦂 1    1  

図学Ⅱ 1 ⛅   2  

基礎化学 1 ⛅   2  

確率・統計 2 ⛅   2  

エレクトロニクス㏻論 3    2  

情報ฎ理概論 3    2  

電気工学概論 3 ⛅   2  

溶接工学概論 3 ⛅   2  

計  4    2  

⛣ື䛚よ䜃㏿度論䠝 4    2  

ရ質⟶理 4    2  

安全工学概論 4    2  

⥲合応用工学概論 4    2  

་・工学㐃ᦠ基礎 4 ⛅   2  

ػ
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教

職

関

連

科

目 

自然環境リスク共生概論Ｂ 1④   1 

卒業に必要な単位に算入

しない。 

履修上限から除外する。 

GPA に算入しない。 

生物科学Ⅰ 1 春   2 

生物科学Ⅱ 1 秋   2 

生態学遠隔地フィールドワーク 2③   2 

海洋学フィールドワーク 2③   2 

生態学実習Ⅰ 3①   1 

生態学実習Ⅱ 3②   1 

地球科学 1 春   2 

地球システム論Ⅰ 2④   1 

地球システム論Ⅱ 2⑤   1 

地球科学実験 1 春   2 

地質学遠隔地フィールドワーク 3 春   2 

専 
門 
科 

目 

流体静力学 1 春 2    

航空宇宙工学概論 1 秋 2    

浮体安定論 1 秋   2  

材料力学第一 2 春 2    

材料力学演習第一 2 春 1    

基礎振動論 2 春 2    

流体力学演習 2 春 1    

海洋開発概論 2 春   2  

流体力学Ⅰ 2 春   2  

航行力学 2 春   2  

原動機熱力学 2 春   2  

設計製図・演習Ⅰ 2 秋 3    

材料力学演習第二 2 秋 1    

材料工学概論 2 秋   2  

流体力学Ⅱ 2 秋   2  

材料力学第二 2 秋   2  

設計製図・演習Ⅱ 3 春 2    

材料・構造実験 3 春 1    

浮体運動学 3 春   2  

航空機制御論 3 春   2  

構造力学 3 春   2  

流体抵抗論 3 春   2  

船舶設計Ⅰ 3 春   2  

鋼構造物建造 3 春   2  

航空機設計概論Ⅰ 3 春   2  

操船論・演習 3 春   2  

海洋プロジェクトマネジメント 3 春   2  

応用流体力学演習 3 秋 1    

応用流体力学実験 3 秋 1    

浮体運動学演習 3 秋 1    

浮体運動学実験 3 秋 1    

推進性能論 3 秋   2  

海洋波論 3 秋   2  

水中工学 3 秋   2  

構造動力学 3 秋   2  

気体力学 3 秋   2  
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⯪体構造力学 3 ⛅   2  

⯪⯧設計Ⅱ 3 ⛅   2  

ே工⾨ᫍ設計 3 ⛅   2  

㣕⾜ロ䝪テ䜱クス設計 3 ⛅   2  

⯪⯧海洋計⏬設計 3 ⛅   2  

⯟空機設計概論Ⅱ 3 ⛅   2  

応用流体力学㍯講 4    1  

構造力学㍯講 4    1  

海洋設計工学㍯講 4    1  

海洋システムデザイン㍯講 4    1  

海洋㈨※エネルギー工学㍯講 4    1  

ᾋ体㐠ື学㍯講 4    1  

⯟空Ᏹᐂシステム㍯講 4    1  

༞ᴗ◊✲ 4 ㏻ᖺ 㻡    

学部教育科目の䛖䛱䠈䈜༳を䛧䛯科目は䠈ᮏ EP 開設科目䛷䛒り䠈 EP の学生はᒚಟ䛷䛝䛺い。 

数字は䝍ームを表す。 
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